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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

「
独
裁
化
」強
め
る
ト
ラ
ン
プ
政
権

「
大
統
領
は
国
王
」
と
権
力
集
中

大
衆
に
「
ノ
ー
キ
ン
グ
ス
」
運
動

　

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
に
よ
る
権
力
の
一
元
化
が
加
速

し
て
い
る
。
共
和
党
内
外
の
政
敵
を
次
々
に
排
除
し
、
意
に
沿
わ
な

い
政
府
内
の
要
職
者
の
解
任
も
続
く
。
不
法
移
民
摘
発
に
軍
や
州
兵

を
動
員
し
、
実
力
行
使
も
容
赦
な
い
。
リ
ベ
ラ
ル
思
想
を
徹
底
し
て

攻
撃
し
、
つ
い
に
は
歴
史
修
正
も
い
と
わ
な
い
あ
り
さ
ま
だ
。「
大

統
領
は
何
で
も
で
き
る
」
と
豪
語
し
、
そ
の
振
る
舞
い
は
中
世
欧
州

の
絶
対
君
主
さ
な
が
ら
の
専
横
ぶ
り
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
を
「
王
様
」

と
あ
が
め
る
投
稿
が
話
題
を
呼
ぶ
米
国
政
治
の
溶
解
が
着
々
と
進
ん

で
い
る
。

「
王
室
」
は
ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ド

　
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
夫
妻
は
、
国
王
に
な
る
前
か
ら
の
長
年
の
友

人
だ
。
と
て
も
光
栄
な
こ
と
だ
」。
9
月
16
日
、
英
国
に
向
け
て
米

国
を
出
発
す
る
際
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
こ
う
言
葉
を
弾
ま
せ
た
。
到
着

後
に
は
「
国
王
は
長
年
の
友
人
で
あ
り
、
誰
も
が
彼
を
尊
敬
し
、
愛

し
て
い
る
」と
語
っ
た
。
17
日
に
は
、ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
ウ
ィ
ン
ザ
ー

第２期トランプ政権

定点
観測
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城
で
チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
夫
妻
主
催
の
晩
さ
ん
会
に
出
席
し
、「
人
生

で
最
高
の
栄
誉
の
ひ
と
つ
だ
。
米
英
間
の
絆
は
か
け
が
え
の
な
い
永

遠
の
も
の
だ
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

　

今
年
1
月
の
就
任
か
ら
早
く
も
2
回
目
の
英
国
国
賓
訪
問
で
あ

る
。
2
度
の
国
賓
訪
問
は
米
大
統
領
で
は
初
め
て
と
い
う
。
異
例
の

待
遇
で
迎
え
る
英
国
側
の
政
治
的
な
意
図
は
明
確
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏

の
ご
機
嫌
を
取
り
な
が
ら
、
通
商
協
議
で
譲
歩
を
促
す
こ
と
に
違
い

な
い
。ロ
ン
ド
ン
大
学
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
校
の
ア
ナ
・
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ッ

ク
教
授
（
近
代
王
政
史
）
は
英
B
B
C
に
「
ト
ラ
ン
プ
氏
は
王
政
と

王
室
が
大
好
き
だ
。
英
国
政
府
に
と
っ
て
、
外
交
上
の
エ
ー
ス
カ
ー

ド
に
な
り
得
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

79
歳
の
ト
ラ
ン
プ
氏
と
76
歳
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
は
同
世
代
で
、

交
流
は
長
い
。
B
B
C
に
よ
る
と
、
1
9
8
0
年
代
に
皇
太
子
だ
っ

た
チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
が
ト
ラ
ン
プ
氏
の
フ
ロ
リ
ダ
州
の
別
荘
を
訪
れ

て
い
る
。
昨
年
7
月
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
遊
説
中
に
銃
撃
さ
れ
た
際
に

は
チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
が
書
簡
を
送
っ
た
。
気
候
変
動
や
生
物
多
様
性

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
王
と
、
消
極
的
な
ト
ラ
ン
プ
氏
と
は

価
値
観
が
異
な
る
が
、
個
人
的
な
つ
な
が
り
は
米
英
関
係
の
潤
滑
油

に
も
な
り
う
る
。

　

一
方
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
国
賓
訪
問
に
反
対
す
る
数
千
人
規
模
の

集
会
が
開
か
れ
た
。
主
催
者
は
、
気
候
変
動
運
動
家
、
反
人
種
差
別

主
義
団
体
、
親
パ
レ
ス
チ
ナ
団
体
な
ど
、
50
以
上
の
慈
善
団
体
な
ど

か
ら
成
る
「
ス
ト
ッ
プ
ト
ラ
ン
プ
連
合
」
で
、「
人
種
差
別
反
対
」「
ト

チャールズ英国王夫妻主催の晩さん会に出席したトランプ米大統領（中央）＝2025年
9月17日、英ウィンザー城で。ホワイトハウス公式フェイスブックから
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ラ
ン
プ
反
対
」「
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
武
装
を
や
め
ろ
」
な
ど
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
書
い
た
看
板
を
掲
げ
な
が
ら
市
内
を
デ
モ
行
進
し
た
。
広
報

担
当
者
は
B
B
C
に
「
ト
ラ
ン
プ
氏
に
屈
し
、
人
種
差
別
に
屈
す
る

政
府
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
扉
を
開
く
こ
と
に
な
る
」
と
語
っ
た
。

自
ら
「
国
王
」
を
気
取
り

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
王
様
」
好
き
は
、
公
然
の
こ
と
だ
。
今
年
2
月

に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
公
式
X
に
は
、
王
冠
を
か
ぶ
っ
た
笑
顔
の
ト

ラ
ン
プ
氏
が
英
誌
タ
イ
ム
を
ま
ね
た
表
紙
を
飾
っ
て
い
る
画
像
が
投

稿
さ
れ
た
。「
T
R
U
M
P（
ト
ラ
ン
プ
）」の
大
見
出
し
の
下
に「
国

王
陛
下
万
歳
（
ロ
ン
グ
・
リ
ブ
・
ザ
・
キ
ン
グ
）」
と
付
さ
れ
て
い
た
。

法
か
ら
超
然
と
す
る
立
場
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
大
統
領
権
限
を
思

い
の
ま
ま
に
振
る
う
こ
と
を
正
当
化
し
、
そ
れ
が
国
民
の
た
め
だ
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
権
力
を
集
中
さ
せ
て
い
る
事
例
は
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
が
、
お
お
む
ね
4
分
野
に
集
約
さ
れ
る
。
ま
ず
一
つ
は
報
復

を
目
的
と
す
る
人
事
権
の
乱
用
だ
。
こ
れ
に
は
政
敵
の
排
除
と
意
に

沿
わ
な
い
要
職
者
の
交
代
が
含
ま
れ
る
。
二
つ
目
は
軍
や
州
兵
、
法

執
行
機
関
な
ど
実
力
組
織
の
私
物
化
だ
。
移
民
排
除
に
向
け
て
州
兵

の
動
員
を
拡
大
し
て
い
る
。
三
つ
目
の
リ
ベ
ラ
ル
思
想
の
統
制
は
、

左
派
の
排
除
を
目
的
と
す
る
。四
つ
目
は
歴
史
修
正
の
試
み
で
あ
る
。

最
大
の
事
例
は
2
0
2
1
年
の
米
連
邦
議
会
議
事
堂
襲
撃
事
件
の
賛

美
で
あ
る
。

報
復
人
事
で
恐
怖
政
治

　

政
敵
の
排
除
の
対
象
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
イ
デ
ン
前
大
統
領
や
カ

マ
ラ
・
ハ
リ
ス
前
副
大
統
領
に
加
え
、
次
期
大
統
領
候
補
の
一
角
と

さ
れ
る
西
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ギ
ャ
ビ
ン
・
ニ
ュ
ー
サ
ム
知
事

ら
、
民
主
党
の
大
物
が
主
だ
が
、
そ
の
矛
先
は
第
1
期
政
権
で
ト
ラ

ン
プ
氏
と
反
目
し
た
元
政
府
高
官
に
も
及
ぶ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
で
対
立
し
た
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
フ
ァ
ウ
チ
前
国
立
ア
レ

ル
ギ
ー
感
染
症
研
究
所
長
か
ら
、
米
軍
最
高
司
令
官
と
し
て
の
資
質

を
疑
っ
た
マ
ー
ク
・
ミ
リ
ー
米
統
合
参
謀
本
部
議
長
ま
で
、
次
々
と

身
辺
警
護
を
解
除
し
た
。

　

政
府
職
員
の
追
放
劇
は
広
範
に
及
ぶ
。
ま
ず
、
連
邦
議
会
議
事
堂

襲
撃
事
件
や
機
密
文
書
不
正
取
り
扱
い
事
件
で
ト
ラ
ン
プ
氏
の
訴
追

に
関
与
し
た
司
法
省
の
職
員
20
人
以
上
を
解
雇
し
、
捜
査
を
担
当
し

た
検
察
官
ら
を
処
分
し
た
。
ま
た
、
1
9
7
0
年
代
の
ニ
ク
ソ
ン
政

権
時
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
を
教
訓
と
し
て
不
正
を
監
視
す
る

た
め
各
省
庁
に
配
置
さ
れ
た
監
察
総
監
19
人
を
一
方
的
に
解
任
し

た
。
さ
ら
に
雇
用
統
計
の
操
作
を
理
由
に
労
働
統
計
局
長
を
、
政
権

の
方
針
に
従
わ
な
か
っ
た
と
し
て
米
疾
病
予
防
セ
ン
タ
ー（
C
D
C
）

所
長
を
解
任
し
た
。

州
兵
と
軍
を
手
足
に
威
圧

　

不
法
移
民
対
策
や
犯
罪
対
策
の
た
め
に
警
察
に
頼
ら
ず
に
州
兵
を
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動
員
す
る
の
も
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
強
権
手
法
の
表
れ
だ
。
不
法
移
民

摘
発
を
端
緒
に
起
き
た
デ
モ
対
応
と
称
し
て
西
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
海
兵
隊
と
と
も
に
派
遣
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
派
遣
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
南
部
テ
ネ
シ
ー
州

メ
ン
フ
ィ
ス
、
中
西
部
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
に
も
投
入
す
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
確
か
に
メ
ン
フ
ィ
ス
は
犯
罪
率
が
高
い
が
、

い
ず
れ
も
民
主
党
の
市
長
で
州
兵
派
遣
に
反
対
し
て
い
る
。

　

6
月
に
動
員
を
か
け
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
は
国
土
安
全
保
障
省
移
民
関
税
執
行
局
（
I
C
E
）
の
不
法
移
民

取
り
締
ま
り
に
対
す
る
抗
議
デ
モ
が
「
米
国
政
府
へ
の
反
逆
」
に
当

た
る
と
主
張
す
る
。
8
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
動
員
で
は
、「
政
府

効
率
化
省
」
職
員
が
自
動
車
強
奪
と
暴
行
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
で

ト
ラ
ン
プ
氏
が
首
都
を
連
邦
政
府
の
指
揮
下
に
置
く
強
硬
手
段
に
訴

え
た
。
こ
う
し
た
動
員
は
「
大
統
領
の
裁
量
内
」（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
の
控
訴
審
判
決
）
と
さ
れ
、
州
で
は
な
い
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
連

邦
政
府
の
影
響
力
が
強
い
と
さ
れ
る
。

リ
ベ
ラ
ル
排
斥
で
「
内
戦
化
」

　

保
守
的
な
思
想
を
反
映
し
た
「
統
制
」
も
徹
底
し
て
い
る
。
リ
ベ

ラ
ル
派
が
擁
護
す
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
権
利
の
一
部
を
否
定

し
、
女
子
ス
ポ
ー
ツ
競
技
や
軍
務
へ
の
参
加
を
禁
止
す
る
。
連
邦
政

府
や
取
引
業
者
に
お
け
る
人
種
や
性
別
な
ど
多
様
性
を
重
視
す
る

D
E
I
（
多
様
性
・
公
平
性
・
包
摂
性
）
政
策
の
禁
止
を
義
務
付
け

「独裁化」するトランプ政権

・反目した１期目の閣僚への報復
・トランプ氏を捜査した司法省職員の解雇
・政権方針に反する高官の更迭

・政権方針に反する軍幹部の更迭
・ロサンゼルス、首都ワシントンに州兵派遣
・メンフィス、シカゴにも派遣方針

・連邦政府や大学からリベラル色一掃
・スミソニアン博物館の展示物に介入
・左派思想集団への制裁など

※写真はホワイトハウスの公式フェイスブックから

・連邦議会議事堂襲撃事件を「愛の日」と命名
・２０２０年大統領選は「不正」と主張
・ロシアの侵攻はウクライナが招いた戦争

報復人事 軍の掌握

思想統制 歴史修正

「大統領が望むことは何でもできる」
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た
。
ま
た
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
を
は
じ
め
と
す
る
北
東
部
や
西
部
の
リ

ベ
ラ
ル
色
の
強
い
名
門
大
学
へ
の
補
助
金
を
削
減
し
た
の
も
、
そ
の

一
貫
だ
。

　

最
近
に
な
っ
て
顕
著
な
の
は
、著
名
な
保
守
活
動
家
チ
ャ
ー
リ
ー
・

カ
ー
ク
氏
が
銃
撃
さ
れ
死
亡
し
た
事
件
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
政

権
ぐ
る
み
の
「
左
派
攻
撃
」
だ
。
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
は
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
擁
護
者
と
さ
れ
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
問
題
は
左
翼
に
あ

る
。
す
で
に
大
規
模
な
調
査
を
始
め
た
」
と
語
り
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム

運
動
を
展
開
す
る
「
ア
ン
テ
ィ
フ
ァ
」
を
テ
ロ
組
織
に
指
定
す
る
と

発
表
し
た
。
左
派
活
動
団
体
の
資
金
源
を
断
ち
、
弱
体
化
さ
せ
る
狙

い
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
S
N
S
上
で
は
「
内
戦
勃
発
」
な
ど
不

穏
な
言
葉
が
飛
び
交
う
。

議
会
襲
撃
事
件
「
愛
の
日
」
と
美
化

　

歴
史
修
正
で
は
、
2
0
2
1
年
の
ト
ラ
ン
プ
支
持
派
に
よ
る
米
連

邦
議
会
議
事
堂
襲
撃
事
件
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
改
変
が
最
た
る
も
の

だ
。
言
論
の
府
を
襲
撃
し
た
暴
徒
は
犯
罪
者
で
あ
り
、
米
国
の
民
主

主
義
に
対
す
る
暴
挙
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏

は
違
う
。
就
任
早
々
、襲
撃
事
件
の
服
役
囚
を
「
愛
国
者
」
と
呼
び
、

恩
赦
を
与
え
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
今
で
も
敗
北
し
た
2
0
2
0
年
大

統
領
選
の
不
正
を
主
張
し
、
そ
れ
を
覆
そ
う
と
し
て
襲
撃
事
件
に
参

加
し
た
人
々
を
た
た
え
て
い
る
。
議
会
に
は
新
た
な
事
件
調
査
委
員

会
も
設
置
さ
れ
る
。

　

歴
史
修
正
の
根
本
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
1
期
目
か
ら
言
及
し
て

い
る
「
も
う
一
つ
の
事
実
（
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
フ
ァ
ク
ト
）」
の
思

想
が
あ
る
。
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
事
実
を
ね
じ
曲
げ
、
虚
偽

の
事
実
を
真
実
と
し
て
言
い
立
て
る
こ
と
だ
が
、
同
じ
事
象
を
「
保

守
の
視
点
」
で
見
る
の
と
、「
リ
ベ
ラ
ル
の
視
点
」
で
見
る
の
で
は

異
な
る
と
主
張
し
て
正
当
化
す
る
ま
や
か
し
に
過
ぎ
な
い
。
米
国
史

の
「
汚
点
」
で
あ
る
は
ず
の
連
邦
議
会
議
事
堂
襲
撃
事
件
を
ト
ラ
ン

プ
氏
は
「
愛
の
日
」
と
美
化
す
る
。
大
統
領
は
過
去
さ
え
も
改
ざ
ん

で
き
る
と
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
ノ
ー
キ
ン
グ
ス
」
の
う
ね
り

　

国
民
も
黙
っ
て
は
い
な
い
。「
反
ト
ラ
ン
プ
」
で
結
集
し
た
市
民

団
体
が
6
月
14
日
に
「
ノ
ー
キ
ン
グ
ス
（
王
は
い
ら
な
い
）」
を
掲

げ
て
全
国
的
な
抗
議
デ
モ
を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
79

歳
の
誕
生
日
で
あ
り
、
同
時
に
陸
軍
創
設
2
5
0
周
年
に
合
わ
せ
て

34
年
ぶ
り
に
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
軍
事
パ
レ
ー
ド
を
開
催
し
た
日
で

も
あ
っ
た
。
全
米
2
1
0
0
以
上
の
都
市
や
海
外
領
土
で
5
0
0
万

人
以
上
が
参
加
し
た
と
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
、
メ
キ
シ
コ
、
欧
州

な
ど
約
20
カ
国
に
も
輪
が
広
が
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
米
国
人
が
「
王
様
」
を
あ
が
め
る
の
は
異
例
の
こ
と
で

あ
る
。
む
し
ろ
国
王
や
絶
対
王
政
を
嫌
う
の
が
米
国
人
た
る
ゆ
え
ん

と
も
い
え
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
成
り
立
ち
を
見
れ
ば
分
か
る
。

1
6
2
0
年
に
新
教
徒
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
一
団
で
あ
る
「
ピ
ル
グ
リ
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ム
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
」
が
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
に
乗
っ
て
米
国
に
移
り

渡
っ
た
の
は
、
英
国
教
会
を
強
制
す
る
当
時
の
英
国
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ

1
世
や
先
代
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
1
世
ら
に
よ
る
迫
害
か
ら
逃
れ
、
自
由

な
新
天
地
を
求
め
た
か
ら
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
植
民
地
化
が
進
む
と
、
英
国
議
会
は
新
大
陸
の
植
民
地

に
対
す
る
課
税
強
化
策
を
策
定
し
、
こ
れ
を
支
持
し
た
当
時
の

ジ
ョ
ー
ジ
3
世
は
暴
君
的
な
支
配
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ

け
茶
法
（
茶
条
令
）
へ
の
反
発
は
強
く
、
北
東
部
ボ
ス
ト
ン
港
で
起

き
た
植
民
地
住
民
ら
に
よ
る
「
茶
会
事
件
」
に
発
展
し
た
。
こ
れ
に

対
す
る
英
国
政
府
の
報
復
が
引
き
金
に
な
っ
て
独
立
戦
争
が
勃
発

し
、
1
7
7
6
年
の
米
国
独
立
に
至
っ
た
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
通

り
だ
。

王
の
悪
行
嫌
っ
た
建
国
の
父

　

独
立
宣
言
の
文
面
を
埋
め
尽
く
す
の
は
、
国
王
に
よ
る
「
悪
行
」

の
数
々
で
あ
る
（「
27
の
不
満
リ
ス
ト
」
と
も
言
わ
れ
る
）。
具
体
的

に
は
、
英
国
議
会
の
代
表
権
の
放
棄
▽
議
員
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
▽

国
王
へ
の
抗
議
に
対
抗
し
た
植
民
地
議
会
の
解
散
▽
外
国
人
の
市
民

権
取
得
の
妨
害
▽
判
事
の
国
王
へ
の
従
属
▽
常
備
軍
の
駐
留
と
恣
意

的
な
運
用
▽
管
轄
権
の
乱
用

─
な
ど
を
列
挙
し
、
さ
ら
に
、
英
国

議
会
が
制
定
し
た
以
下
の
法
律
を
支
持
し
た
こ
と
も
非
難
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
大
規
模
な
軍
隊
の
宿
営
法
▽
貿
易
遮
断
法
▽
課
税

法
▽
海
外
移
送
法

─
な
ど
だ
。

　

そ
し
て
、「
暴
政
者
を
定
義
す
る
と
こ
ろ
の
行
為
を
特
徴
と
す
る

性
格
を
も
つ
君
主
は
、
自
由
な
人
々
の
支
配
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
」
と
糾
弾
し
て
い
る
。
米
国
人
に
と
っ
て
国
王
は
「
自
由
の
敵
」

と
い
う
位
置
付
け
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
だ
ろ
う
。
独
立
宣
言
が
強
調
す

る
の
は
、「
生
命
、
自
由
、
幸
福
の
追
求
と
い
う
権
利
」
の
重
さ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
権
利
は
国
王
や
政
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
人
民
が
生
来
持
つ
も
の
で
あ
り
、
何
人
と
も
こ
の
権
利
を
奪

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
政
府
の
役
割
と
は
、
こ
れ
ら
の
権
利

を
守
る
こ
と
だ
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　

今
に
視
線
を
戻
し
て
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
政
策
を
見
渡
せ
ば
、

2
4
9
年
前
に
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
諸
連
邦
の
住
民
が
忌
み
嫌
っ
た

行
為
の
い
く
つ
か
を
、ま
さ
に
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

外
国
人
の
市
民
権
剝
奪
（
国
籍
出
生
地
主
義
修
正
の
大
統
領
令
）、

判
事
の
従
属（
意
に
沿
わ
な
い
要
職
者
の
解
任
）、常
備
軍
の
駐
留（
知

事
の
同
意
な
し
の
州
兵
動
員
）、
貿
易
遮
断
法
（
外
国
に
対
す
る
相

互
関
税
）、
海
外
移
送
法
（
不
法
移
民
の
強
制
送
還
）
な
ど
が
、
そ

れ
に
当
た
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
を
見
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
権
力
欲
が
強
い
大
統
領
と
映
る

だ
ろ
う
。
実
際
に
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
大
統
領
の
権
限
を
拡
大
し
て

い
る
の
は
事
実
だ
。
た
だ
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
な
っ
て
急
に
大
統
領

が
「
国
王
化
」
し
た
か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
過

去
に
も
何
人
か
の
「
国
王
然
」
た
る
大
統
領
が
君
臨
し
、
そ
の
た
び

に
従
来
に
は
な
い
大
統
領
権
限
を
行
使
し
、段
々
と
大
統
領
の
「
力
」
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を
広
が
っ
て
き
た
の
が
、こ
の
1
世
紀
の
米
国
政
治
の
歴
史
で
あ
る
。

権
限
強
化
は
歴
史
の
積
み
上
げ

　

す
ぐ
に
名
前
が
挙
が
る
の
が
、
1
9
2
9
年
の
大
恐
慌
後
か
ら
大

統
領
職
を
担
っ
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
（
民
主

党
）
だ
。
1
9
3
0
年
代
に
実
施
し
た
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
は
、

国
家
統
制
的
な
農
政
を
実
施
し
、
労
使
の
雇
用
関
係
に
介
入
し
て
物

議
を
醸
し
た
。
連
邦
最
高
裁
判
所
が
次
々
に
違
憲
判
決
を
出
し
た
た

め
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
最
高
裁
判
事
の
人
員
を
増
員
し
て
意
に
沿
う

判
事
を
充
て
る
こ
と
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
こ
う
と
し
た
が
、
こ

れ
に
は
議
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

戦
後
の
筆
頭
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
（
共
和
党
）

だ
ろ
う
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
政
敵

つ
ぶ
し
の
た
め
に
連
邦
政
府
機
関
を
「
私
物
化
」
し
、
違
法
な
監
視

を
命
じ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
「
ウ
ソ
」
を
暴
く
ペ
ン
タ
ゴ
ン
ペ
ー

パ
ー
ズ
を
リ
ー
ク
し
た
ダ
ニ
エ
ル
・
エ
ル
ズ
バ
ー
グ
博
士
の
周
辺
調

査
の
た
め
に
不
正
侵
入
す
ら
指
示
し
た
。「
大
統
領
が
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
違
法
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」
と
豪
語
し
た
が
、
議
会

の
弾
劾
圧
力
を
受
け
て
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

最
近
で
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
W
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
（
共
和
党
）
と

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
（
民
主
党
）
に
も
そ
の
跡
が
う
か
が
え
る
。

ブ
ッ
シ
ュ
氏
は
2
0
0
1
年
の
米
同
時
多
発
テ
ロ
を
受
け
て
「
包
括

的
な
最
高
司
令
官
権
限
」
を
主
張
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
敵
の
戦

闘
員
」
と
し
て
テ
ロ
リ
ス
ト
を
拘
束
し
て
無
期
限
に
拘
留
し
た
り
、

裁
判
所
の
令
状
な
し
に
監
視
や
盗
聴
を
実
施
し
た
り
し
た
。
既
存
の

法
律
の
制
約
を
一
方
的
に
無
視
し
、
反
拷
問
規
定
は
大
統
領
を
拘
束

し
な
い
と
表
明
し
、
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
に
向
け
て
誇
張
し
た
情
報
を

流
布
し
た
。

　

オ
バ
マ
氏
は
、
議
会
を
迂
回
す
る
手
法
を
多
用
し
た
。
2
0
1
4

年
に
は
国
外
退
去
が
必
要
な
約
4
0
0
万
人
の
不
法
移
民
の
滞
在
延

長
を
大
統
領
権
限
で
決
定
し
た
。
戦
争
権
限
も
拡
大
し
た
。
国
際
テ

ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
幹
部
の
米
国
人
を
法
的
手
続
き
抜
き
に
無
人
機

に
よ
り
殺
害
し
た
こ
と
が
法
的
論
議
の
的
と
な
っ
た
。
ま
た
、
議
会

の
承
認
な
し
に
リ
ビ
ア
へ
の
軍
事
行
動
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
に
も
異

論
が
あ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
そ
の
延
長
線
上
に
存
在
し
、
最
も
過

激
な
大
統
領
と
し
て
権
限
が
及
ぶ
範
囲
を
さ
ら
に
押
し
広
げ
よ
う
と

し
て
い
る
の
が
実
態
だ
ろ
う
。

大
統
領
権
限
は
「
万
能
」
か

　

大
統
領
権
限
を「
万
能
視
」す
る
主
張
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、「
単

一
執
行
権
理
論
（
ユ
ニ
タ
リ
ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
セ
オ
リ
ー
）」
で

あ
る
。大
統
領
権
限
を
定
め
た
合
衆
国
憲
法
第
2
条
の
第
1
項
は「
執

行
権
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
に
帰
属
す
る
」
と
あ
る
。
解
釈
に

よ
っ
て
は
、
大
統
領
の
も
と
に
権
力
を
す
べ
て
集
約
さ
せ
る
こ
と
を

認
め
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
る
。
究
極
的
に
は
、
大
統
領
は
米
国
民

全
体
を
一
元
的
に
代
表
す
る
主
体
で
あ
り
、
大
統
領
の
権
限
は
い
か
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な
る
行
政
手
続
き
や
既
存
の
制
度
に
も
勝
る
と
い
う
考
え
方
だ
。

　

レ
ー
ガ
ン
政
権
（
共
和
党
）
当
時
の
1
9
8
8
年
に
、
大
統
領
に

よ
る
独
立
検
察
官
解
任
権
限
が
争
わ
れ
た
連
邦
最
高
裁
判
決
で
は
、

解
任
権
限
の
制
約
を
認
め
た
が
、
唯
一
、
反
対
意
見
を
述
べ
た
保
守

派
の
ア
ン
ト
ニ
ン
・
ス
カ
リ
ア
判
事
は
、
大
統
領
に
行
政
府
の
絶
対

的
な
支
配
権
を
与
え
る
と
い
う
主
張
を
展
開
し
た
。
大
統
領
が
だ
れ

か
を
解
任
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
府
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の
「
単
一
執
行
権
理
論
」
は
保
守
派

に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

　

と
り
わ
け
そ
の
存
在
を
知
ら
し
め
た
の
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
で
あ

る
。
米
国
の
政
治
・
経
済
の
中
枢
部
で
あ
る
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
標
的
と
な
っ
た
同
時
多
発
テ
ロ
を
受
け
て
、「
軍

事
力
を
行
使
す
る
権
限
は
大
統
領
の
み
に
あ
る
」
と
の
内
部
文
書
を

策
定
し
た
。「
議
会
が
大
統
領
権
限
を
制
約
し
よ
う
と
し
て
も
、
大

統
領
は
そ
れ
を
無
視
で
き
る
」
と
い
う
立
場
だ
っ
た
こ
と
が
後
に
そ

の
文
書
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
推
進
者
は
デ
ィ
ッ
ク
・
チ
ェ

イ
ニ
ー
副
大
統
領
ら
で
、
大
統
領
権
限
に
よ
る
監
視
、
拘
禁
、
拷
問

が
正
当
化
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
を
よ
り
大
胆
に
さ
せ
る
大
き
な
節
目
と
な
っ
た
の

が
、
2
0
2
4
年
7
月
の
連
邦
最
高
裁
判
決
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
再
選
を
目
指
し
た
2
0
2
0
年
の
大
統
領
選
で
敗
北
し
た
際
、
そ

の
結
果
を
覆
そ
う
と
し
て
、
連
邦
議
会
議
事
堂
襲
撃
事
件
に
関
与
し

た
り
、
開
票
結
果
の
確
定
を
妨
害
し
よ
う
と
し
た
り
し
た
罪
で
起
訴

大統領権限は何度も拡大されてきた

ニクソン大統領

ブッシュ（子）大統領

オバマ大統領 ※写真は公式ホームページから

「大統領がやることに違法なものはない」
・ウォーターゲート事件で盗聴や監視、政敵の追い落とし

「大統領の権限は万能」（単一執行権理論）
・米同時多発テロを受けてテロリスト監視、拘束者の拷問

「軍事介入は戦争には当たらない」
・戦争権限法の適用外として議会承認なしにリビア空爆
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さ
れ
た
。
こ
れ
を
不
服
と

し
て
提
訴
し
た
ト
ラ
ン
プ

氏
に
対
し
、
最
高
裁
は
在

職
中
の
公
的
な
行
為
に
つ

い
て
大
統
領
の
「
免
責
特

権
」
を
認
め
る
判
断
を
下

し
た
。

　

ジ
ョ
ン
・
ロ
バ
ー
ツ
最

高
裁
長
官
は
判
決
で
、
大

統
領
は
訴
追
を
恐
れ
る
こ

と
な
く
公
正
に
職
務
を
遂

行
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
、「
憲
法
上
の
中
核
と

な
る
権
限
に
つ
い
て
は
絶

対
的
な
免
責
が
与
え
ら
れ

る
」と
の
判
断
を
示
し
た
。

一
方
、「
非
公
式
な
行
為

は
免
責
さ
れ
な
い
」
と
も

指
摘
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏

が
喜
ん
だ
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
自
身
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
「
米

国
の
憲
法
と
民
主
主
義
に

と
っ
て
大
き
な
勝
利
だ
。
米
国
人
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
！
」

と
投
稿
し
た
。

大
統
領
を
「
王
」
に
し
た
最
高
裁

　

9
人
の
判
事
の
う
ち
保
守
系
6
人
が
判
決
を
支
持
し
、
リ
ベ
ラ
ル

系
3
人
が
反
対
し
た
。反
対
意
見
を
記
し
た
ソ
ニ
ア
・
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー

ル
判
事
は
「
大
統
領
は
こ
れ
で
法
を
超
越
し
た
王
に
な
っ
た
」
と
指

摘
し
、
軍
の
特
殊
部
隊
に
政
敵
の
暗
殺
を
指
示
し
て
も
免
責
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
主
張
し
た
。
当
時
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
「
大
統
領

の
権
力
は
も
は
や
法
律
に
よ
っ
て
も
制
約
さ
れ
な
く
な
る
」
と
指
摘

し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
に
な
れ
ば
「
や
り
た
い
と
き
に
好
き
な

こ
と
を
す
る
た
め
に
ま
す
ま
す
増
長
す
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
も
と
も
と
「
単
一
執
行
権
理
論
」
の
擁
護
者
だ
。

1
期
目
か
ら
「
合
衆
国
憲
法
第
2
条
に
よ
り
、
大
統
領
と
し
て
私
が

望
む
こ
と
は
何
で
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
が
あ
る
」
と
繰
り
返

し
豪
語
し
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
昨
年
の
最
高
裁
判
決
に
意
を
強
く

し
た
だ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
察
し
が
つ
く
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
2
期
目

就
任
か
ら
8
カ
月
間
で
次
々
と
や
っ
て
き
た
こ
と
の
前
提
に
は
、
も

は
や
三
権
分
立
に
基
づ
く
「
抑
制
と
均
衡
」
の
論
理
は
存
在
せ
ず
、

憲
法
に
も
法
律
に
も
縛
ら
れ
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
る
に
違
い
な

い
。
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抑
制
と
均
衡
の
回
復
こ
そ

　

だ
が
、
こ
う
し
た
言
動
に
疑
問
が
投
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
多
く

の
違
憲
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
執
行
の
差
し
止
め
判
決
が
相
次
い
で
い

る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
昨
年
の
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
も
、
公
的

行
為
と
非
公
的
行
為
の
区
別
は
下
級
審
に
差
し
戻
し
て
判
断
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
米
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
コ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
シ
ョ
ナ

ル
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
プ
ラ
ヴ
ィ
ー
ン
・
フ
ェ

ル
ナ
ン
デ
ス
副
会
長
は
「
判
決
は
、
大
統
領
が
や
り
た
い
放
題
で
き

る
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
で
は
な
い
」
と
警
告
し
て
い
る
。

　

も
し
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
今
後
も
制
約
な
く
続
く
な
ら
、
行
政
を
私

物
化
し
、
そ
れ
を
監
視
す
べ
き
議
会
を
軽
視
し
、
裁
判
所
の
判
決
を

無
視
す
る
と
い
う
態
度
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
君

主
制
で
起
き
る
こ
と
は
何
か
を
想
像
す
る
べ
き
だ
。
各
省
庁
は
独
立

性
を
失
い
、
忠
誠
を
誓
う
私
的
機
関
と
な
る
。
議
会
は
大
統
領
の
単

な
る
追
認
機
関
と
な
る
。
裁
判
所
の
判
決
は
正
当
性
を
失
う
。
こ
れ

を
米
国
民
主
政
治
に
対
す
る
一
時
的
な
「
政
治
的
ク
ー
デ
タ
ー
」
と

見
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ
の
間
に
米
国
の
民
主
主
義
が
む
し
ば
ま
れ

て
い
く
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　

試
さ
れ
て
い
る
の
は
、
米
国
の
復
元
力
だ
ろ
う
。
戦
争
や
国
家
的

危
機
に
あ
っ
て
大
統
領
権
限
を
拡
大
し
て
き
た
が
、
そ
れ
も
最
後
の

一
線
を
越
え
る
か
、
越
え
な
い
か
の
限
界
点
に
あ
る
。
踏
み
と
ど
ま

る
た
め
に
は
、
大
統
領
と
い
え
ど
も
法
の
上
に
立
つ
者
は
い
な
い
こ

と
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
行
政
は
大
統
領
の
執
政
の
下
で
自

立
的
に
運
営
さ
れ
、
議
会
は
大
統
領
権
限
を
監
視
す
る
機
能
を
回
復

さ
せ
る
べ
き
だ
。
司
法
は
「
免
責
特
権
」
の
内
容
を
吟
味
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
米
国
は
「
王
政
」
を
受
け
入
れ

る
よ
り
他
に
な
く
な
る
だ
け
だ
。


